
６．排水処理センタ－運営協議会，山口大学環境保全編集委員会報告 

                                                  排水処理センター  藤原 勇 

 

 山口大学環境保全第２０号以降の排水処理運営協議会および山口大学環境保全編集委員会の内容は次の

通りである。 

 

１．排水処理センタ－運営協議会 

平成 1７年第１回排水処理センタ－運営委員会（平成１７年７月２１日開催） 

1) 報告事項 

1. 平成１６年度事業報告について 

藤原センター主任より資料基づき平成16年度の廃液の回収量、無機系廃液の処理量、処理の結果、

下水道口および学部の水質検査結果、吉田地区理科系建物の pH 異常排水の流入について、廃液ポ

リタンクの配布及び処分について報告および説明があり、承認された。 

２．平成 16 年度決算報告について  

  藤原センター主任より説明があり、承認された 

3. その他 藤原主任より 3.1-3.3 について説明があった。 

3.1 昨年度の特別管理産業廃棄物責任者の講習会参加について、排水処理センターからの補助を行い

5名の参加者があったこと。 

3.2 廃液の出し方についての各地区で講習会を行ったこと。 

3.3 吉田地区破棄物貯蔵施設の利用説明会をおこなったこと 

2)協議事項 

1.平成 17 年度事業計画について 

藤原センター主任より平成17年度の廃液回収計画等の説明、平成17年度予算案について説明があっ

た。今年度は廃液の手引きの作成を行うこと、農学部及び教育学部の排水枡の汚泥引抜及び宇部地区

の pH管理についての調査費用を盛り込んだ事が説明され、承認された。 

2.山口大学環境保全第 21 号の編集について 

和泉 (教育) 編集委員長及び朝日 (理)、一ノ澤 (経済)、松永（附属病院）、藤原(セ) 編集委員を選出し、

編集を依頼することにした。                 

３．排水処理センター運営協議会の委員の構成について 

排水処理センター運営協議会の委員については平成 16 年４月の改正により、各学部および各センターから

の委員構成するとなっているが、委員人数が多いため各センターの委員は代表で各機構から１名参加した

らどうかとの意見が出された。構成委員については右田センター長に一任することとなった。            

４．その他 

4.1 右田センター長より吉田地区廃棄物貯蔵施設の申し合わせについて説明があった。 

4.2 総合科学実験センターの作成した、排水処理センターの将来構想に関わる提案に基づき、各委員の意

見を聞いた。これらの意見を取りまとめについては右田センター長に一任することとなった。 

4.3 廃液の出し方についての講習会を今年度既に各地区で行った事。 

4.4 排水処理センターの公開について、8月8-13日まで無機系廃液処理を行うに伴い、オープンキャンパス

に訪れる高校生に排水処理センターを公開する計画であること。 

 

２．山口大学環境保全第 21 号編集委員会 

  平成１７年７月２１日に開催された。今年度も引き続き「山口大学の労働安全対策について」についての特

集を組み、保健管理センター、安全衛生対策室、施設部から原稿を集めることとなった。 

 


